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海洋教育・人材育成 実施の背景

海洋国家日本を支える次世代の育成が急務

＝ 「シームレスな人材育成」 「体験格差を補う活動」 を実施する必要性

参照： 『海と日本に関する意識調査2024』

• 海に親しみをあまり感じていない10代は4割

• 10代の5割が、１年間に一度も海に行ってない。また、世帯年収が上がるほど、海に行く傾向

• 子どもの頃の海の原体験を持つ子供ほど、大人になって海に行きたいと思っており、海洋環境

問題を自分事化する傾向

若年層の「海離れ」と「体験格差」背景・課題



海洋教育・人材育成 全体像

• 国内外において、各機関と連携した分野横断的な人材育成を推進
• 400億円を超える助成規模で、1,000を超える学校・社会教育施設で実施。参加者は累計2,000万人を超える

初等中等教育への海洋教育導入支援 （パイオニアスクールプログラム）

2016年から1,000を超える学校での海洋教育実践支援 ※助成規模15億円

社会教育施設への支援 （船の科学館ミュージアムサポート）

2015年からこれまで371事業の助成 ※助成規模約14億円

幼少期から海の原体験の機会を作る取り組み （海と日本プロジェクト）

10年間で約2,000万人が参加 助成規模320億円

（海外）世界的な海洋諸問題を解決する人材育成

世界157カ国1,865人のフェロー

（水産）若手漁業者の育成

（19名、5,000万円規模）

（船員）内航船員の養成 ※練習船も予定

学生120名への奨学金計画・助成規模約２億円

海洋開発分野の技術者育成

2016年から大学生4,400名、社会人4,500名の育成

（海上保安）海上保安機関の人材育成支援（海外派遣）

2022年から4名・助成規模5億円

分野横断型大学院教育

（東京大学・1,071名）

3Dスーパーサイエンス

3D技術と海洋研究を支援

マリンチャレンジプログラム

海洋・水環境分野の次世代研究者の支援

深海研究スーパーキッズ

深海研究を通じた、次世代海洋専門人材の育成

海洋インフォグラフィック

海の自由研究をデザイ

ナーと共にビジュアル化

進水式見学・工場見学会

進水式を間近で見学し、船やものづくりへの関心の喚起

洋上風力技術・技能者育成

（1,255名・22億円規模）

各県における海洋体験・海洋教育プログラム

事

業

内

容

小学生 中学生 高校生 大学生・院生 社会人

69名
参 加

49名
参 加

83,000名参加

海の「原体験」の機会を作る取り組み （海と日本プロジェクト）

10年間で約2,000万人が参加 助成規模320億円

66名参加

1,663名参加

海洋ごみ高校生育成

（瀬戸内地域） 120名参加



• 海洋専門研究機関、海事大学、各国政府、NGO、

国連関係機関と連携した国際人材育成プログラム

※世界157カ国1,865人のフェロー

• 参加者の中には日本の海洋分野の課題解決に貢献

世界の海の人づくり事業

参考

上記支援に加えて「アラムナイネットワークの結成」に向けたサポートも同時に実施

WMU IMLI GEBCO POGO IHO Nereus /
Nexus



• 海洋の課題は世界規模の課題であり、日本の枠を超えた多様な人の協働が必要

• 複雑な海洋課題に対応できる広い視野を持つために、分野横断的な人材育成が必要

• 育成した人材がその後も活躍できる「場」を用意すること

• 海洋国家日本を支える次世代の育成（＝海の「原体験」）

人材育成事業を通じた課題認識
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